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1) 都市交通計画 

氏  名 所 属  /  部 局 
Dr. Daniel Wani Ministry of Transport and Roads (GOSS) ‒ Undersecretary 

Mr. Jacob Mavial Maner Director General, Directorate of Roads and Bridges, MTR 

Mr. Otim Bong Deputy Director, Directorate of Urban Road, MTR 

Mr. Felix Wani Engineer of Roads and Bridges, MTR  

Mr. Philip Waiwai Deputy Director for Maintenance & Equipment, MTR 

  

Mr. Lewis Gore George Director General, Directorate of Housing and Construction, MOPI 

Mr. Roman Margani Lukak Director General, Directorate of Maintenance of Roads and Bridges, MOPI   

Mr. Samuel Taban Lako Director General, Directorate of Construction of Road and Bridges, MOPI 

Mr. John B. Lodu Ag. Director General, Directorate of Construction of Road and Bridges, MOPI 

Mr. Lino Schebesta D. Kenny Ag. Director Communication & Transport, MOPI 

Mr. Stephen Yoseph Awo Directorate of Communication and Transportation, MOPI 

  

Mr. Stuart Willcots Chief of Part Capacity Building, MTR, USAID/The Louis Berger Group Inc. 

Mr. Cameron Birge Logistics Officer, Sudan Emergency Road Operation, WFP 

Mr. Peter Crowley Director, United Nations Children’ s Fund Southern Sudan Area Programme, 
UNICEF 

Mr. Emmanuel LOKOYA Database Officer, UNOCHA 

Mr. Adam C. Bouloukos Ph.D. Country Director, Sudan Operations Centre, UNOPS 

Mr. Samwel  Alima Resident Engineer of Water & Sanitation Project,Gibb Africa  Ltd. 

Mr. Getachen Aklog Resident Engineer, Juba Immediate Road rehabilitation (Phase I),  Gibb Africa 
Ltd. 

  Mr. Simon Peter Omondi Quantity Surveyor, Juba Immediate Road rehabilitation (Phase I),  Gibb Africa 
Ltd. 

Mr. Previdi  Arube 
Project Manager, Juba Immediate Road rehabilitation (Phase I) , CEC 
Engineering Company 

Mr. Eng. Mohamed Elnoar 
ALL General Manager, SAWA Sudan Engineering Company 

Mr. Alexander Deng Director of Traffic Police 
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2) 土地利用・環境社会配慮 

氏  名 所 属  /  部 局 
Mr. Victor Wurda Lotombe Ministry of Environment, Wildlife Conservation and Tourism -Director General,

Directorate of Environment 
Mr. Lewis Gore George Ministry of Physical Infrastructure (CES) -  Director General, Directorate of 

Housing and Construction, and Directorate of Administration and Finance 
(concurrently) 

Mr. Isaac Liabwel C. Yol Ministry of Water Resources and Irrigation, Undersecretary 

Mr. James Adam Ministry of Water Resources and Irrigation, Director General for Hydrology 

Mr. Weurtin Award Ministry of Physical Infrastructure (CES) -  Department of Survey(CES) ‒ 
Director  

Mr. Oboy Ofilang Itorong Ministry of Finance &Economic Planning, GOSS, Director General of Budget  

Mr. Christpher G, Gordon Ministry of Health(CES) - Director General 
Mr. Joel Dumbza Ministry of Health(CES) - Director of Southern Sudan AIDS Commission 
Ms. Yona Kenyi Ministry of Health(CES) -  Disease Surveillance Officer 
  
Mr. Negede Lewi World Bank, Senior Highway Engineer, World Bank, Juba-Sub-office 
Mr. Motoky Hayakawa World Bank, Public Sector Reform and Capacity Building Unit, Africa Region 
  
Ms. Donna Galway IOM, Director  
Mr. Asbjorn Lode Norwegian Refugee Council, Project Coordinator 
Mr. Patrick Kapukha World Vision Southern Sudan, Program Development Director 
  
Ms. Monica Sanchez Bermudez International Rescue Committee, Southern Sudan Program- Returnee 

Monitoring Manager 
Mr. Geoff Wordley UNHCR ‒ Assistant Representative (Operation) 
  
Ms. Florence Lukhumwe ADRA (Adventist Development and Relief), Health Programme Coordinator 
Mr. George Ochere ADRA, Project Manager ‒ Food Security Manager 
Ms. Sayo Ryoukai ADRA Japan, Program Officer 
Mr. Joseph Avelino Otto Swedish Free Mission (SFM), Coordinator HAP-project 
Mr. Kenji Kawakatsu JEN Juba Office, Head of Office 

Ms. Ayako Wakano JEN Juba Office, Administration & Finance Officer 
Mr. Jame Wole OXFAM, Country Programme Representative 
Ms. Pauline Ballaman OXFAM, Deputy Country Programme Representative 
Dr. Pascal Ngoga UNMIS, Senior Political Affairs Officer, Southern Sudan-Juba HQ 

Mr. Inyani Anjelous Lagu The Louis Berger Group, Inc., Assistant Training Advisor 
Mr. Mohamed Elnour All SSEC (Sawa Sudan Engineering Company), General Manager 
(Ms. Pam Wilson) Unity Resources Group, Medical Supervisor 
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3) 援助協調・復興支援計画 

 

 

 

 

 

 

 

氏  名 所 属  /  部 局 
Ahmed Sharif Director of Asia Division, Ministry of International Cooperation, Khartoum
Craig Sanders Deputy Representative, UNHCR Khartoum 

 
H.E. Martin O. Okerruk Minister of Housing, Land and Public Utilities /GOSS  

 
Eng. Raymond Pitya Morbe Undersecretary, Min. of HLPU/GOSS 

 
Mr. Morris Lomodong Director General of Water, Min. of HLPU/GOSS 

 
Mr. Daniel Wani Undersecretary, Ministry of Transport and Road/GOSS 

 
Eng. Maurice Rahan Deg DG, Road Transport and Safety 

 
DG Eng. Lewis Gore George Ministry of Physical Infrastructure/CES  

 
斯波知子 JICAスーダン事務所 在外専門調整員（生計向上調査） 
木村裕幸 JICA専門家（GOSS保健省Juba Teaching Hospital派遣） 
渡邉恵子 JICA援助調整専門家（スーダン国際協力省派遣） 
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議事録： （JICAスーダン駐在員事務所） 

 
（議事録については敬称略） 

 
日 時：  2008年 2月 11日（月） 
場 所：  JICAスーダン駐在員事務所（ハルツーム） 
出席者：  (先方）宍戸健一所長、阿久津謙太郎企画調査員、 

（当方）事前調査団： JICA：石渡団長、織田、平林、室岡 
コンサルタント：北山、吉川、奥澤 
 

(1) 調査団より、事前調査の趣旨ならびに現地調査の主旨及びスケジュールにつき、説明。 
(2) 宍戸所長のコメント 
・上記に対し、以下のアドバイスならびにコメントがあった。 
・緊急開発調査のマスタープランは、具体性にやや欠けるが、カウンターパートから評価は高い。 

a)  現地で GOSSの関係者との対話の中で、以下の点があげられる。 

①現場中堅レベルは具体的な成果をほしがっているが、高官は日本の特徴として、研修やキャ

パシティビルディングに期待が大きい。 

②GOSSが自己資金で可能なところはニーズが低い。 

③南スーダンでは、ジュバと他の地域での格差、またドナーの注目度にギャップがあるのが

問題。ジュバ以外にも配慮がほしい。ジュバに公共施設が集中するのは問題である。 

④成果のスピードを重視している（平和の配当の具体的成果が早くほしい） 

・IDPs / Ret ur nees の実績：200 万人の IDPs のうち、昨年約 1 万 7000 人が帰還しているが食

料不足が問題である。 

b) 緊急開発調査の評価： 

①マスタープランは、具体性にやや欠けるが、カウンターパートから評価は高い。 

②河川港はまだ開業していない。料金徴収がネックになっている。議会を通過しないと料金

徴収が認められないため、現在収入がないので、発電機も購入できない状況である。 

③前回は土地収用がネックになった？土地所有制度的な面をおさえるべき。  

c) 交通網整備関係 

①マスタープラン作成当時（2006 年）よりも人口は急増している。特にムヌキの西部郊外に

拡大している。 

d)  給水事業関係 

①無償資金協力の範囲をどこまでやれるか。 

②パレオチャネルの活用は世銀の担当者も興味をもっている。 

e)その他 

 MDTF と USAI Dの動向の情報が重要。USAI Dは資金を小出しに提供している戦略である。 
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議事録： （在スーダン日本大使館） 

 
（議事録については敬称略） 

 

日 時： 2008 年 2 月 11 日（月） 15: 30～17: 00 

場 所： 在スーダン日本大使館 

出席者： （先方）在スーダン日本大使館 石井祐一大使、書記官 

（当方）事前調査団全員、宍戸スーダン駐在員事務所長、阿久津企画調査員 

( 1) 調査団からの説明 

( 2) 石井大使のコメント、所感 

 

概 要： 

1. 調査団石渡団長より、事前調査及び現地調査の主旨説明。 

2. 石井大使のコメント 

調査団の説明に対して以下のコメントあり。 

a)  全般的コメント 

・ ジュバにとって、インフラ整備が一番重要である。個人的な感想だが、コミュニティ開発も

重要であるが、それよりもインフラ整備が重要である。 

・ 日々道路の修復工事が進められている。 

・ USAIDが他の道路の修復、新設を支援中。 

・ ナイル川に架かるジュバ橋はオランダの援助で修復中。 

・ 中国も取り組んでいる模様。 

・ 水不足であるところから、水案件も当然重要である。 

・ 援助については南北政府のバランスを図るなど、微妙な配慮が必要である。 

・ 無償資金協力を想定する場合、どちらの政府と E/ Nを結ぶか問題であるが、国際ルールとし

ては、北の統一政府と結ぶべきであろう。 

・ 本格調査に際しての安全面の確認もきちんと把握してほしい。 

・ 援助が南部でジュバ市にだけ集中するのも問題がある。 

・ 現地の道路、宿泊設備などは、ジュバより、ダルフールの方がよほど良い。 

・ ジュバの河川港の取り付け道路は評価が高いと聞いている。 

b)  支援におけるわが国の立場 

・ スーダンへの支援の額は、①USAI D( 50 億ドル)でダントツ。②EU、③英国、④ノルウェー、

⑤オランダ、⑥日本、⑦スウェーデン、⑧デンマークで、米国、EUが優勢であり、日本は支

援額では後塵を拝している。ただし、他のドナーは JI CAのような技術協力の手法は適用でき

ない。 

・ 北スーダン支援は、欧米ドナーはやらない。世銀もダルフール問題があるので、援助しない。

中国、インドがソフトローンや無償資金協力を行っている。 

・ 南部スーダンでは、ドナーと GOSSの対話がある。中国は資源外交の一環として総領事館を置

いている。わが国の外交的立場から大使館の機能が難しい。平和の定着が唯一の狙いである。 
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・ 旧宗主国が多い点からも、EU主導である。米国はわが道を行く感じである。中国、インドが

積極的に資源外交の一環として展開している。日本の立場はどうか？日本の国のありようで

ある。 

c)  今後の南スーダン情勢 

・ ダルフール情勢によっては、CPAもうまくいかなくなるだろう。 

・ 2009 年の選挙の前に国勢調査（センサス）を 2007 年 11 月実施の予定だったが、遅れている。

2008 年 4 月に予定されているが統一政府が予算を出さないうえ、4 月～11 月は雨期なので、

さらに遅れる可能性がある。 

・ 選挙は「民主化のプロセスを進める」のがポイントで、大統領、ガバナー（県知事？）、地方

議会の議員選挙が行われる。今、選挙をすれば、独立のほうが多いだろう。 

・ 最終的な南北の境界線が定まっていない。これは、油田の多くが南スーダンにあり、特に境

界に位置する Upper  Ni l e、 Bahr  el  Ghazal 、Uni t y 州に油田が分布するので、その利権の確

保が焦点になっているためである。 

・ CPAはこれらの問題を先送りしている形である。6 年間で片付けるには問題が多すぎる。製油

資源をうまく活用する前に問題は山積している。 

・ 南北統一しか解決方法はない可能性あり。南北独立はメリットがない。南は部族社会で多く

の部族の集合体であり、一枚岩ではない。北はアラブ化されてまとまっている。 

d)  ODA予算について 

・ ODA予算が減少しており、現場では困惑している。 

・ 中東は ODA卒業という議論もあり、アフリカが増加している。 

・ 日本の ODAは世界 3 位となり、更に低下傾向にある。 

・ 一律 4％削減、例外なし。 

・ 対策：ODAの人的資源の増大を図る（知恵、知の援助）ことが重要である。 
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議事録： （合同会議） 

 
（議事録については敬称略） 

 

日 時： 2008 年 2 月 13 日（水） 

場 所： MTR 

出席者： （先方） Dr .  Dani el  Wani :  Under secr et ar y of  MOT 

                   Mr .  Ot i m Bong:  Di r ect or  of  Ur ban Roads / Pr oj ect  Of f i cer  

                   Mr . J acob Maner  :  Di r ect or  of  Roads  & Br i dges        

（当方） 事前調査団： J I CA：石渡、織田、平林、室岡 

コンサルタント：北山、吉川、奥澤 

スーダン事務所： 土肥 
 
要 旨： 

－ 道路 5 カ年整備計画（UNのアクションプラン）があり、道路整備プロジェクトの整備優先順

位づけがされている。 

 

－ ジュバ市内の 13 の橋梁はいずれも幅員が狭く、少なくても 10 橋は改築の対象となる。  

 

－ ナイル川橋の上部工は新しいものに取り替える。 

 

－ ジュバ市内の南側のリングロードの一部が整備対象のミッシングリンクとなっている。 

 

－ コミュ二ティーでは道路が必要である。 

 

－ WHFはジュバの外の幹線道路の改修を行っている。 

 

－ USAI Dはジュバ市内の道路整備？ 

 

－ Mi ne Act i on Pl anni ng Map 2007/ 2008 がある。 

 

－ M/ Mのサインは運輸次官とステイトミニスター 

 

         

以上 
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議事録： （MTR会議） 

 
（議事録については敬称略） 

 

日 時： 2008 年 2 月 14 日（木）、15: 30～17: 00 

場 所： MTR 

出席者： （先方）Mr .  Ot i m Bong ,   Di r ect or  of  Ur ban Road/ Pr oj ect  Of f i cer、MTR 

（当方）事前調査団 北山、奥澤 

 

要 旨： 

－ 調査区域に関して、Juba Town,  Kat or ,  Muni ki で Juba Ci t y と称している。Sur r oundi ng は

広い地域になり境界がない。Juba Town,  Kat or ,  Muni ki の境界は州でなければわからない。 

 

－ MTRの組織図をもらう。組織内容は緊急開調のころと変わりないが人数が変わっている。MTR

の下部組織図をもらうことを確認。 

 

－ 5 カ年計画にジュバ市内の道路整備計画はないが、南側ではナイル川を渡河する橋梁計画が

ある。 

 

－ 5 カ年計画の報告書及びプロジェクトリストを見せてもらうことを確認（Under s ecr et ar y の

ところにある）。 

 

－ ジュバ市内の 60kmの改修区間はクラス A(幹線道路、準幹線道路)を対象としている。4 車線

の箇所もあり、路面は舗装（アスファルトコンクリートあるいは DBST)する。ファンドは MDTF

とローカルである。 

 

－ ジュバ市内の 60kmの改修区間には橋梁の改修が含まれていない。しかしながら、幅員が狭く、

損傷している。他のドナーの援助もなく、もし、日本が改修してくれるならば MTRはハッピー

とのこと。 

 

－ ジュバ市内の 60km の改修区間の位置や具体的な改修内容を記した資料もらうことを確認す

る。 

 

－ ジュバ市内の 60kmの改修工事のコントラクターはイタリア（CEエンジニアニリング）、スー

パーバイザーのコンサルタントはケニア(Gi bb コンサルタント)  である。 

 

－ ジュバ市内の 60kmの改修資機材は、瀝青剤は気候の同じハルツームから船で輸送、アスファ

ルト及びクラシングプラントのための機材はケニアから運ぶ。アスファルト及びクラシング

プラントは MTRの近くに現在設置されている。砂利や砕石等の材料はジュバの北西、北東、
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南に、これらのクオリーサイトがある。セメント、鉄筋、スチールはケニア及びウガンダで

ある。 

 

－ 道路基準等は現在作成中（検討中）、中央政府（北）にあるが環境が違うのでそのまま適用す

ることはできない。 

 

－ ジュバ市内の道路維持管理は州が行うことになっているが、60kmの道路の維持管理は州には

財源がないので州がやるか MTRがやるかはわからない。 

 

－ 公共輸送ではミニバスが市内やワウ方面に利用されている。 

 

－ 来週の火曜日（19 日）、水曜日（20 日）に Mr .  Ot i m Bong と 60kｍと橋の現地踏査を行う。 

 

以上 
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議事録： （MOPI 会議） 

 
（議事録については敬称略） 

 

日 時： 2008 年 2 月 15 日（金）、10: 00～13: 00 

場 所： MOPI 事務所、CES 

出席者： （先方）Mr .  Li no Scl ebes t a D.  Kenny,  Ag.  Di r ect or  of  Communi cat i on & Tr anspor t  

                 Mr .  John B.  Lodu,  Ag.  Di r ect or  Gener al  

（当方）事前調査団 北山、奥澤 

 

要 旨： 

－ MOPI の組織図は Di r ect or  of  Publ i c Ser vi ce が現在、作成中。MOPI の下に、Hous i ng,  

Tr anspor t ,  Road & Br i dges ,  Rur al  Wat er  Devel opment ,  Land,  Ur ban wat er がある。 

 

－ 公共輸送では、ジュバから地方（イェイ、テンドロ、ヌロコ、テラケカ）へのバス（156 人）

8 台を計画しているが予算がない。貨物や乗客のフェリーも 7 台を計画しているが予算がな

い。 

 

－ 市内にはバス停留所が 5 カ所（カスタム、コニョコニョ、ムスキ、クデル、 ？）ある。 

 

－ 交通量や交通事故は州の交通警察（Tr af f i c Pol i ce）がチェックしている。 

 

－ トンピン（Tongt i ng）、ロロゴ（Lol ogo）、モヌキ、東のグンバ（Gumba）地域にフィダー道路

の整備計画があるが、予算がなくてできない。 

 

－ 州が道路の整備のために必要な土地はそこのコミュ二ティーと協議をしてアグリーメントを

取りかわす。住民側は道路ができることにより恩恵をうけるので通常はお金を払わない。 

 

－ CESへの予算は少ない（他州は 5000 人、CESは 2 万 3000 人）少なく、他州は毎月サラリーを

もらっているが、CESでは支払われていない。 

 

－ 道路維持管理は機材がなく、予算もないので十分でない。日常の維持管理もやっていない。

雨期には道路修復等をやっている。ブルドーザーやバックホーはあるが、スペアパーツが買

えないので稼動率は低い。未舗装道路の管理に必要なグレーダー等がない。  

－ 機械工は 5 人、オペレーターは多くいる。 

－ 現在、60kmの道路改修事業は終わったら機材を残すことになっている。 

以上 
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議事録： （MTR会議） 

 
（議事録については敬称略） 

 

日 時： 2008 年 2 月 15 日（金）、15: 00～17: 00 

場 所： MTR 

出席者： （先方）Mr .  Ot i m Bong ,   Di r ect or  of  Ur ban Road/ Pr oj ect  Of f i cer，MTR 

（当方）事前調査団 北山 

 

要 旨： 

－ 60km改修道路の舗装タイプはアスファルトコンクリートと瀝青安定処理舗装（DBST）がある。 

 

－ 60km改修道路の瀝青材はハルツームから船で運んでくる。アスファルトプラントとクラッシ

ングプラントは MTRからそう遠くないところにある。 

 

－ 60kmの維持管理は MTRがやるか MOPI がやるかわからない。MOPI には予算がない。 

 

－ 北（中央政府）と南のトランスポートに関する南北合同会議（2 月 13 日）では、鉄道は北方

の Babanosa から Wau までのリハビリを両方ですることになり、将来はジュバを通ってウガン

ダへ繋ぐ計画である。道路はジュバ～マラッカ～Renk の Peace Li nk Road を舗装化する。水

運はナイル川のドレッジング等を共同でやる。  

 

－ 20kmのジュバの外環状線の計画があり、予算は未定であるが一部 on- goi ng している。 

 

－ MTRの on- goi ng、コミットされた道路整備プロジェクトの内容とプロジェクトのリストを来

週の月曜日にもらう。 

 

－ 60km整備区間の具体的内容を来週もらうことになった。 

 

以上 
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議事録： （USAID会議） 

 
（議事録については敬称略） 

 

日 時： 2008 年 2 月 14 日（木）、 12: 00～13: 00 

場 所： USAID（CD）事務所 

出席者： （先方） Mr .  St uar t  Wi l l cot s ,  Chi ef  of  Par t y ,  Capaci t y Bui l di ng 

（当方） 事前調査団 北山、奥澤 

 

要 旨： 

－ 3 年前にここに MTRを設立した。事務所、事務所の備品等を援助、技術行政官を育てている。 

 

－ 地方の 10 州の CDもやっている。 監督や技術書を見ることのできる人間を育てるためにケ

ニアはじめ他の国にトレーニングに行かせている。 

 

－ 道路の設計マニアルができた。 

 

－ 南の幹線道路の改修を USAI Dがやっており、ジュバーNi ml e 間 150kmのマカダム舗装（7 橋の

橋を含む）の改修を行っている。 

 

－ ジュバ市内の道路整備についてはジュバ市内にある USAID 事務所の Mr .  Di vi d Hul l か

Bul t l os  Magayani に聞く。 

 

－ 北の Mal akal でレーバーベースの仕事で道路を造らせている。 

 

以上 
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議事録： （MTR会議） 

 
（議事録については敬称略） 

 

日 時： 2008 年 2 月 18 日（月）、11: 00～13: 00 

場 所： MTR事務所 

出席者： （先方）Mr .  Ot i m Bong,  Di r ect or  of  Ur ban Road/ Pr oj ect  Of f i cer ,  MTR 

         Mr .  Roman,  Di r ect or  of  Mai nt enance,  MOPI ,  CES 

（当方）事前調査団 石渡、室岡、北山 

 

要 旨： 

－ ジュバ市内の橋梁・カルバートの現況に関する合同調査を事前調査団、MTR、MOPI とで 2 月

20 日(水)に行う。 

 

－ 交通網整備計画の M/ Mのためのミーティングは明日 9 時から行うことを確認。サインは Dr .  

Wani （MTR）と Mr .  Gor e Geoge（MOPI） 

 

－ 市内に入る広域幹線道路の維持管理は MTRが行う。 

 

－ 市内に 4 車線道路をつくるわけにいかないので、外環状線を考え、外からの交通をバイパス

させるようにした。 

 

－ 外環状線道路20kmは事業費3, 000万米ドル、大統領パミールがof f er で決まったものである。

6km分の設計が終了して残りは今年設計を行う。 

 

－ 5 月から 10 月まで雨期で施工期間は 4～5 カ月しかない。 

 

－ 市内の幹線道路に架かる橋の幅員は狭い。 

 

－ ジュバ市内緊急道路改修 63kmが遅れている理由のひとつはモビライゼーションが遅い。 

 

以上 
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議事録： （MTR会議） 

 
（議事録については敬称略） 

 

日 時：  2008 年 2 月 19 日（火）、11: 00～13: 00 

場 所：  MTR事務所 

出席者： （先方）Dr .  Dani el  Wani ,  Mi ni s t r y of  Tr anspor t   ( GOSS)  -  Under secr et ar y  

Mr .  J acob Maner ,  Di r ect or  Gener al ,  Di r ect or at e of  Roads  and Br i dges ,  MTR 

Mr .  Ot i m Bong,  Di r ect or  of  Ur ban Road/ Pr oj ect  Of f i cer ,  MTR 

Mr .  Roman Lukak,  Di r ect or  Gener al ,  Di r ect or at e of  Mai nt enance of  

Roads&Br i dges ,  MOPI  

Mr .  Samuel  Lako,  Di r ect or  Gener al ,  Di r ect or at e of  Cons t r uct i on of  Road 

& Br i dges ,  MOPI  

(当方）事前調査団 石渡、室岡、北山、 

 

要 旨： 

－ 2 月 22 日（金）にジュバ市交通網整備計画の M/ Mを締結する。南スーダン政府は MTRの次官

Dr .  Dani el  Wani 、CESは MOPI の Mr .  Lewi s  Gor e Geor ge 氏がサイナーになる。 

 

－ ジュバ市の緊急改修事業から除かれている 13 橋の既設橋梁の改修のための日本の無償資金

橋梁の要請については、今回の事前調査団のコンサルタントが TORを支援する。要請は、公

式にはスーダン政府（GONU）からで、国際協力省－日本大使館－日本外務省となる。 

 

－ CDにおける日本の協力を仰ぎたい。現在、USAI Dや世銀が MTRの技官に CDを行っているが、

実践的ではなく事務的で長期に一緒にやるというスタンスでない。日本の実践的 CDを期待す

る。 

 

－ フィージビリティ調査は、現在、on- goi ng しているジュバ市緊急道路改修事業フェーズ I

（63km）以外の市内の約 85km（ジュバ市緊急道路改修事業フェーズⅡ）をお願いしたい。も

し、予算があればムヌキもやっていただきたい。 

 

－ 本格調査時は MTR・州・住民が協力をするので、用地問題も含め市内での調査には問題ない。 

 

－ ジュバ市緊急道路改修事業（63ｋｍ）は MDTF資金ではなく GOSSの資金で事業を行っている。 

 

以上 
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議事録： （MOPI 会議） 

 
（議事録については敬称略） 

 

日 時： 2008 年 2 月 25 日（月）、10: 00～12: 00 

場 所： MOPI 事務所 

出席者： （先方）Mr .  Roman Lukak,  Di r ect or  Gener al ,  Mai nt enance of  Roads  & Br i dges ,  MOPI  

Mr .  Samuel  Lako,  Di r ect or  Gener al ,  Cons t r uct i on of  Road & Br i dges ,  MOPI  

（当方）事前調査団 北山 

 

要 旨： 

－ MOPI の中の道路/橋梁局（Di r ect or at e of  Mai nt enance of  Roads  & Br i dges）の組織につい

てヒヤリングをする。道路/橋梁局は 754 名おり、維持管理部・建設部・企画部の 3 つの部か

ら成り、それぞれ 344 人、69 人、262 人が従事している。維持管理の下に 6 カ所の郡にそれ

ぞれ 1 カ所の道路維持事務所がある。 

 

－ 内戦前には建設マニュアルもあったが今は建設や維持管理マニュアルもない。 

 

－ 予算が不足、維持管理ができないだけでなく人件費も支払われていない。 

 

－ 市内の既存道路のインベントリデータは古いデータでかつ全部ない。 

 

－ 維持管理は MOPI が直接行っている。日常維持管理は MOPI が直接レーバーを使って行ってい

る。維持管理に使用する機材も MOPI が所有しているが、いずれも老朽化しており、スペアパー

ツも購入できない。 

 

－ ジュバ市内の用地の管轄は CESである。道路用地の収得などの公共目的のための用地確保は

適切な手続きと保障を行えば問題ない。 

 

－ 資機材の輸送ルートは、主に、ケニアあるいはウガンダ経由を利用している。日数は 10 日間

ぐらい要する。これに対し、ハルツームからの輸送の場合、列車と船で 1 カ月ぐらい日数を

要する。   

 

以上 
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議事録： （コンサルタントヒアリング） 

 
（議事録については敬称略） 

 

日 時： 2008 年 2 月 26 日（月）、10: 00～12: 00 

場 所： GI BB AFRI CA（コンサルタント）施工管理事務所 

出席者： （先方）Mr .  Get achen Akl og,  Res i dent  Engi neer ,  J uba I mmedi at e Road Rehabi l i t at i on 

( Phas e I )  Pr oj ect   

（当方）事前調査団 北山 

 

要 旨： 

－ ジュバ市緊急道路改修事業（フェーズ I）の改修区間 63kmのうち、アスファルトコンクリー

ト舗装が 33. 7km、TBST 舗装が 29kmである。ユニティー道路の一部区間の 4 車線を除き、2

車線道路である。 

 

－ ジュバ市緊急道路改修事業（フェーズ I）の事業費は 3500 万米ドルである。2006 年 5 月にス

タートしたが工事が遅れている。2009 年 6 月に完成させる予定である。  

 

－ ジュバ市緊急道路改修事業（フェーズ I）63kmのロケーションと内容（道路定規図、縦横断

図、舗装構成、道路排水、交通安全施設等）の位置の確認（設計図面を借用） 

 

－ 資機材の調達方法を確認、砕石・砂等を除き、土木資機材はケニアとルワンダから輸送する。

ただし、瀝青材はハルツームから輸送する。 

 

 

 

以上 
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議事録： （政府機関ヒアリング） 

 
（議事録については敬称略） 

 

日 時： 2008 年 2 月 27 日（水）、11: 00～12: 30 

場 所： Tr af f i c Pol i ce Of f i ce 

出席者： （先方）Mr .  Al exander  Deng,  Chi ef  of  Tr af f i c Pol i ce Of f i ce 

Mr .  Samuel  Lako,  Di r ect or  Gener al ,  Cons t r uct i on of  Road & Br i dges ,  MOPI  

（当方）事前調査団 北山 

 

要 旨： 

－ ジュバ市内における 2007 年 1 月 11 日から 2007 年 12 月 31 日までの 1 年間で交通事故数は

876 件、そのうち、死亡者数は 89 名である。2008 年 1 月 1 日から 2008 年 1 月 31 日までの 1

カ月では事故数は 113 件で死亡者数は 10 人である。 

 

－ 運転免許制度があり、罰則制度もあるが、無免許運転が多く、特にモーターバイクの無免許

が多い。 

 

－ 昨年 1 カ年間の交通事故の原因別事故件数の資料をもらう。 

 

 

以上 
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議事録： （政府機関ヒアリング） 

 
（議事録については敬称略） 

 

日 時： 2008 年 2 月 27 日（水）、14: 00～15: 30 

場 所： MTR of f i ce 

出席者： （先方）Mr .  Ot i m Bong,  Di r ect or  of  Ur ban Road/ Pr oj ect  Of f i cer ,  MTR 

         Mr .  Phi l i p M.  WAIWAI ,  D/ Di r ect or  f or  Mai nt enance & Equi pment ,  MTR 

（当方）事前調査団 北山 

 

要 旨： 

－ MTR はインターステート間の道路及び外国へリンクする国際道路の管理維持に責任をもつ。

ステート内道路には干渉しない。ジュバの場合はインターステート道路や国際道路が市内に

入り込んでいるので、MTR が管理することになるが実質的管理は州にやらせるつもりだが、

現段階ではわからない。フィーダー道路等も MTRの監理のもとにあるが実質的な計画や維持

管理は州とミュニシパリティーが行う。 

 

－ MTRの道路維持管理は日常維持管理も含めてすべて委託する形式をとっている。したがって、

MTR自身はマンパワーや資機材、ワークショップ、材料試験室等も所有していない。 

 

  

 

 

以上 
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議事録： （国際機関ヒアリング） 

 
（議事録については敬称略） 

 

日 時： 2008 年 2 月 28 日（木） 9: 00～10: 00 

場 所： WFP of f i ce 

出席者： （先方）Mr .  Camer on Bi r ge,  Logi s t i cs  Of f i cer ,   

Sudan Emer gency Road Repai r  Speci al  Oper at i on   

（当方）事前調査団 北山 

 

要 旨： 

－ 物資の確保等のために、南スーダン政府にとって生命線となるところ広域幹線道路の改修や

内戦のなかで埋められた地雷の除去等を行っている。道路改修対象路線のうち、次の路線は、

現在、WFPが改修事業を進めようとしている路線である。 

 マビア～マラカル間（延長：267km、事業費：900 万米ドル）、ランベック～イロル間（延

長：100km）、イェイ～マンベ間（延長：130km）である。ジュバ～ムンドリ間(延長：180km)

は既に終了している。改修された舗装幅員 6. 5～7. 0mかつ舗装はマカダムである。 

 工事は、GTZ、ウガンダ、スーダンの施工会社が請け負っている。 

 

    

 

以上 
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議事録： （政府機関ヒアリング） 

 
（議事録については敬称略） 

 

日 時： 2008 年 2 月 28 日（木） 14: 00～16: 00 

場 所： MOPI  of f i ce 

出席者： （先方）Mr .  Roman Lukak,  Di r ect or  Gener al ,  Mai nt enance of  Roads  & Br i dges ,  MOPI  

Mr .  Samuel  Lako,  Di r ect or  Gener al ,  Cons t r uct i on of  Road & Br i dges ,  MOPI       

   （当方）事前調査団 北山 

 

要  旨： 

－ 道路局（Di r ect or at e of  Roads  & Br i dge）の下に維持管理部（Mai nt enance Dept . ）があり、

この下に CESの 6 つのカウンティーにそれぞれ管理事務所をもち、平均 36 人いる。常時、所

有している機材はモーターバイク、ロリー、ピックアップ、ハンドトール等である。セント

ラルエカトリア州の州道のインベントリーは、先の管理事務所が維持管理を行う。 

 

－ セントラルエカトリア州(CES)及びインフラ省（MOPI）の 2007 年及び 2008 年の予算内訳書を

入手。 

・Capi t al  Expendi t ur e f or  FY 2007 & 2008 by CES Mi ni s t r y of  Fi nance,  Economy & Manpower  

J uba  

 

－ CESの収入は GOSSから援助を受けるほかに州独自の収入（ガソリン税、マイニング、フォレ

スト等からの）がある。 

 

－ カトール・ムスキ・ジュバタウンの 3 つのパヤムでジュバカウンティーをかたちづくってい

るが、ジュバ Muni ci pal i t y はプロポーズ中である。 

 

 

   

以上 
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議事録： （国際機関ヒアリング） 

 
（議事録については敬称略） 

 

日 時： 2008 年 2 月 29 日（金） 11: 30～12: 30 

場 所： UNOPS of f i ce 

出席者： （先方）Mr .  Adam C. Boul oukos  Ph. D.  Count r y Di r ect or ,  UNOPS 
(当方）事前調査団 北山 

 

要 旨： 

－ UNOPS は、資材の調達だけではなく、道路調査／設計、土質調査、ローカルコントラクター

と契約して工事監督をやったりしている。マリデ～ヤンビオ間、ヤンビオ～タンブラ間の道

路改修のローカルコントラクターの工事管理をやっている。 

 

－ 資材の調達はハルツームの方が遠くてダメ、ケニア・ウガンダの方が良い。ただし、雨期で

もケニア・ウガンダは通れるが、スーダンに入ると雨期は道路が悪くなり、乾期でしか通れ

ない。 

 

－ セメント工場や製鋼所はハルツームにある。オイル精製工場もハルツーム近傍にある。ハル

ツームからの資機材の輸送に時間が１カ月はかかる。これに対して、ケニアからの輸送は税

関での検査のための待たされる時間を考慮しても 10 日程度である。 

ジュバ市での資機材の価格は、セメント：800 米ドル/ t 、鉄筋：5, 800 米ドル/ t 、砂：7 米ド

ル/ t 、砕石：75 米ドル/ t である。 

 

 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



-  129 -  

 

議事録： （政府機関ヒアリング） 

 
（議事録については敬称略） 

 

日  時： 2008 年 3 月 4 日（火）PM 3: 30～4: 00 

場  所： MTR of f i ce 

出席者： （先方）Dr .  Dani el  Wani ,  Under s ecr et ar y of  MTR 

（当方）事前調査団 北山 

 

要  旨： 

－ GOSS/ MDTFプロジェクトの場合の要求される調査（図面・事業費等）の精度に関しては、広

域幹線道路の整備では MDTFファンドを使っているが、プロポーザルのための図面や事業費の

精度については詳細設計の必要はない（概略設計でよい）。 

 

－ MDTFの調達手続きについては経済、環境、裨益効果等についての評価がプロポーザルのなか

に必要と思われる。 

 

－ 現在 on- goi ng している 63km の Juba 市内の道路改修事業（第一フェーズ）については、当

初、30kmで MDTF/ GOSSで道路改修を行う予定であったが、①GOSS側の 63kmの改修の必要性、

②そのための MDTFの手続きに時間がかかる等の理由から MDTFから手を引いた。第二フェー

ズ（JI CAが FSをやる予定）についても MDTFを使用せず GOSS基金でやる予定である。 

 

－ on- goi ng しているジュバ市緊急道路改修事業（フェーズ I）は 2009 年の 6 月までに終了する

予定。 

 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



-  130 -  

 

議事録： （世銀ヒアリング） 

 
（議事録については敬称略） 

 

日 時： 2008 年 3 月 4 日（火） 11: 00～11: 30 

場 所： Wor l d Bank,  J uba Sub- Of f i ce 

出席者： （先方）Mr .  Negede Lewi ,  Seni or  Hi ghway Engi neer ,  WB 

（当方）事前調査団 北山、奥澤 

 

要 旨： 

－ GOSS/ MDTFプロジェクトの場合の要求される調査（図面・事業費等）の精度については、MDTF

の世銀の要求条件は TORに示されており、それに従って、GOSS側が適切なプロポーザルを作

成、提出すればよい。TOR が満たすべき条件については、一概に言えない。設計レベル、図

面、積算、手順等は明確には言えない。プロポーザルトータルとして評価するもので、その

評価は世銀担当ではなく、第三者（コンサルタント）に依頼している。 

 

－ MDTFの調達手続きに関しては、 

1)  一般的には、世銀のプロポーザルの満たす条件は、 lTechni cal l y f eas i bl e,  economi cal l y 

vi abl e,  soci al l y accept abl e,  envi r onment al l y s ound zをベースにしている。 

2)  63km道路の MDTFの資金支援しなくなった理由等や世銀としての考え方は、JI CAチームの

コンサルタントには回答できない。JI CA のしかるべき担当者となら回答できるかもしれな

い。 

 

 

以上 
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議事録：（NGOヒアリング） 
 

（議事録については敬称略） 
 

日 時： 2008 年 2 月 25 日（月）、14: 30～15: 30 

場 所： Nor wegi an Ref ugee Counci l  

出席者： Mr .  Asbj or n Lode,  Pr oj ect  Coor di nat or ,  Nor wegi an Ref ugee Counci l  

     調査団 奥澤 

 

聞き取り内容 

NRC は、ノルウェーの NGOで帰還民の保護と人道支援活動を世界中で行っているが、スーダ

ンではハルツームに本部を置き、スーダン全体で 13 人の国際スタッフとスーダン人 140 人を擁

している。 

ジュバでは、3 つの分野で活動を行っている。 

1)  Educat i on pr oj ect ;  t eacher  t r ai ni ng f or  pr i mar y s chool  

小学校の教師の育成 

2)  shel t er  pr oj ect ;  Bui l di ng s chool :  car pent r y,  masonr y の育成 

大工やレンガ工の育成 

3)  I nf or mat i on Counsel i ng and l egal  as s i s t ance 

・現在、ウガンダやハルツームに避難しているが、帰還を希望する難民の帰還希望先であるジュ

バ地区の状況（居住、生活、安全、食料、就業機会等）を、写真やビデオで広報する。この

例では、避難民は早く帰還したがっており、ジュバの状況が必ずしも望んでいるような状況

にないと説明しても、帰還への希望が膨らむようである。 

4)  この他に、Lol ogo や Dar s al am 地区の帰還民の子供は、育った場所が違ってしまい、ジュ

バ付近の言語を知らないケースが多い。このため、言語習得を含めて帰還民の子供の就学を

サポートしている。 

・ムヌキ地区は帰還民が増大している。地区以外に、Lol ogo や Tongpi ng にも居住地は拡大し

ている。帰還民の家族は一夫多妻制のため、避難先で娶った家族も一緒に帰還し同居してい

るので、特に水不足は深刻である。簡易トイレ排水の地下浸透による井戸水の汚染もみられ

る。居住地が不足のため、土地を不当に高く売る不動産業者が暗躍している。 

・ジュバ郡は土壌が肥沃なため、本来自給能力があるが、地雷原がまだ散在するため、作物の

生産ができない。このため、多くの食料はウガンダ経由で 1 日以上かけて輸入され、価格も

高いが、特に道路事情が悪い雨期には食料品価格が高騰する。 

・同氏は以前はパレスチナに滞在した。ジュバと比較すると、パレスチナではスキル、能力は

あるが職がない。ここジュバは、就業機会は十分とはいえないが、スキル、能力があれば探

せる。したがって、あらゆる意味で、教育、訓練が必要であると認識している。この点で、

JI CAが最近始めた職業訓練プロジェクトは評価している。 
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議事録： （NGOヒアリング） 
 

（議事録については敬称略） 

 

日 時： 2008 年 2 月 25 日（月）、16: 30～17: 00 

場 所： Wor l d Vi s i on,  Sout her n Sudan Of f i ce 

出席者： （先方）Mr .  Pat r i ck Kapukha,  Pr ogr am Devel opment  Di r ect or ,  Wor l d Vi s i on Sout her n 

Sudan 

e- mai l :  Pat r i ck_kapukha@wvi . or g 

webs i t e:  ht t ps : / / wvi i oapt us . wvi . or g/ Af r i ca/ af r i caweb. ns f  

（当方）事前調査団 奥澤 

 

要 旨： 

 同 NGOは 1950 年創立以来、世界各国 97 ヵ国で活動しているが、アフリカではナイロビに地域

事務所を有し、紛争回避・平和構築、HIV/ AI DS予防、食料援助など多彩な活動を行っている。 

 南スーダンでは、1989 年に eas t er n Equat or i a 州の Kapoet a で開始し、2000 年までは主に救援

活動であった。内戦終了後は、住民の生活向上に向けて、コミュニティレベルでのキャパシティ・

ビルディングに注力している。 

食料確保分野：農民が自力で自家消費や外部販売用の農作物を生産できるように指導。 

給水、衛生分野：安全な水の供給、既存の水場の修復、井戸掘り機械供与、手押し式井戸ポン

プや簡易トイレ（pi t - l at r i ne）建設。 

 具体的なこれまでの主な活動は、以下のとおりである。 

①農作物のマーケティングや付加価値向上、地下水による給水、簡易トイレなどの衛生分野の

教育・支援（Wes t er n Eqaut or i a 州の Yambi o や Ezo）、 

②食料供給支援、地下水による給水、簡易トイレなどの衛生分野、健康管理（Cent r al  Equat or i a

州の Kaj o- kaj i ） 

③ヘルスケア、ナイル川の河川水取水による水供給（Upper  Ni l e）。河川水中のシルトを除去

するのに、日本製の砂ろ過プラントを利用している。 

 最近になって、ジュバでも職業訓練活動に取り組み始めたが、JI CAの職業訓練活動には注目し

ている。 

 南スーダンは、自然条件特性でいくつかの地域に区分される。特に Wes t er n Equat or i a 州は、

雨量が多く土壌が豊かなので、作物に適する。かつては、ピーナッツ生産は世界第 4 位で、ソル

ガム、キャッサバの名産地だった。内戦で農地の多くは地雷原となり、農業が不可能になった。 

 なお、北スーダンでは 2004 年以降、ダルフールから約 140 万人の避難民が発生した 2004 年以

降、食料援助、健康・栄養摂取、給水・衛生、教育・女性支援などの活動を行っている。最近の

例ではダルフールで、FAO などの協力を得て農民へのサツマイモやその他の作物の種子の供与と

栽培方法の訓練をしている。 

 

注：ヒアリングに加えて、下記の情報を参考にした。 

ht t ps : / / wvi i oapt us . wvi . or g/ Af r i ca/ af r i caweb. ns f   Wor l d Vi s i on Sout her n Sudan r Our  

Pr ogr ammes ,  Wor l d Vi s i on Nor t her n Sudan r Our  Pr ogr ammes ,   
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議事録： （予算資料入手） 

 
（議事録については敬称略） 

 
 

日 時： 2008 年 2 月 29 日（金）、10: 30～11: 00 

場 所： MOT 

出席者： （先方）Mr .  Oboy Of i l ang I t or ong,  Di r ect or  Gener al  of  Budget ,  Mi ni s t r y of  Fi nance 

& Economi c Pl anni ng,  GOSS 

e- mai l :  oboyi t or ong@yahoo. com 

t el :  +256- 477- 112453 

（当方）事前調査団 奥澤 

 

要 旨： 

 昨年末議会で承認された 2008 年の予算書を入手するため、4 回ほど訪問したが、世銀との会議

が長引き、不在であった。このため、あらかじめ JI CAの活動と事前調査の主旨を説明した依頼状

を提示し、翌日再度訪問し、2008 年南スーダン政府予算書を 2 部入手した。 

Gover nment  of  Sout her n Sudan,  Mi ni s t r y of  Fi nance & Economi c Pl anni ng:  lAppr oved Budget  

2008 z, Appr oved by t he Sout her n Sudan Legi s l at i ve As sembl y,  December  20,  2007 

 このうち、1 部は、JI CAジュバ事務所へ手渡し、1 部を持ち帰った。 

 同氏は、過去にタンザニアで JI CAの税関係の研修を受けたことがあるとのことであった。 
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議事録： （環境・野生生物保護・観光省） 

 
（議事録については敬称略） 

 

日 時： 2008 年 2 月 14 日（水）、15: 30～17: 00 

場 所： Mi ni s t r y of  Envi r onment ,  Wi l dl i f e Conser vat i on and Tour i sm 

出席者： （先方）Mr .  Vi ct or  Wur da Lot ombe,  Di r ect or  Gener al  of  Di r ect or at e of  Envi r onment  

e- mai l :  vl ot ombe@yahoo. com 

Sudani :  +256477127409 

（当方）事前調査団 奥澤 

 

要 旨： 

① 事前調査の主旨を説明し、JI CA環境社会配慮ガイドラインの概要、手続きを説明した。 

 南スーダンでは、現在、環境保護法や EIAの規制・ガイドラインはないので、JI CAプロジェ

クトで EIAが必要な場合は、JI CAのガイドラインに従って行うことの了解を得た。 

② 現在、環境局が中心になって、環境保全ならびに EIA関連の法規制や組織・体制整備に取り

組んでいるが、その前に国としての環境政策やその具現化としての環境管理活動計画の策定が

必要である。昨年 4 月に、南スーダン環境管理活動計画（案）*を作成した。また 7 月には、

ハルツームで南北共同で環境管理活動計画のワークショップ**が開催され、同局長も南スーダ

ンを代表して参加した。 

③ 環境・野生生物保護・観光省の組織・体制を確認 

④ その後、事前にアポを取って、数回訪ねたが、国立公園への緊急出張、環境大臣との打合せ

等で、いずれの場合も本人不在であった。このことは、GOSSの局長、部長クラスはスタッフ不

足のうえ、カバーする業務が多すぎる現状の反映ともみられる。 

 

資料入手:  

 国家環境管理活動計画に関する以下の資料（ハードコピー）を入手。 

* Mi ni s t r y of  Envi r onment ,  Wi l dl i f e Conser vat i on and Tour i sm,  GOSS ( 2007. 4)  lSout h Sudan 

Envi r onment al  Management  Act i on Pl an ( SSEMAP)  ( 2007- 2016) z( dr aft )  

** Mi ni s t r y of  Envi r onment  and Phys i cal  Devel opment ,  Gover nment  of  nat i onal  Uni t y ( i n 

col l abor at i on wi t h Mi ni s t r y of  Envi r onment ,  Wi l dl i f e Conser vat i on and Tour i sm,  GOSS)  

( 2007. 6) z Nat i onal  Pl an f or  Envi r onment al  Management  ( NPEM)  i n Pos t - Conf l i ct  Sudan z 

( dr af t )  

 資料から、環境政策の実行については、南北スーダン政府が協力して、進めていることが示唆

される。 
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議事録： （国際機関ヒアリング） 

 
（議事録については敬称略） 

 
 

日 時： 2008 年 2 月 29 日（金）、16: 30～17: 00 

場 所： I OM 

出席者： （先方） Ms .  Donna Gal way,  Di r ect or ,  I OM ( I nt er nat i onal  Or gani zat i on of  Mi gr at i on)  

e- mai l :  dgal way@i om. i nt  

（当方）事前調査団 奥澤 

 

要 旨： 

 帰還民に対する支援について、IOMの具体的な役割について聞いた。 

 帰還民の要望があれば、IOMはその輸送を担当する。 

 帰還民の帰還状況や帰還後の再定住に関するモニタリングを UNHCR、IRCと共同で行っている。 
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議事録： （州政府機関ヒアリング） 

 
（議事録については敬称略） 

 
 

日 時： 2008 年 3 月 3 日（月）、10: 30～11: 30 

場 所： I OM 

出席者： （先方）Mr .  Chr i s t opher  G.  Gor don,  Di r ect or  Gener al ,  Mi ni s t r y of  Heal t h,  CES 

Mr .  J oel  Dumbza,  Di r ect or  of  Sout her n Sudan AI DS Commi s s i on,  Mi ni s t r y of  

Heal t h,  CES 

Ms .  Yona Kenyi ,  Di s ease Sur vei l l ance Of f i cer ,  Mi ni s t r y of  Hael t h,  CES 

（当方）事前調査団 奥澤 
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議事録： （政府機関ヒアリング） 

 
（議事録については敬称略） 

 
 

日 時： 2008 年 3 月 3 日（月）、12: 00～12: 30 

場 所： Mi ni s t r y of  Cooper at i ves  and Rur al  Devel opment  

出席者： （先方）Mr .  Bor t el  Mor i  Nyombe,  Under s ecr et ar y,  Mi ni s t r y of  Cooper at i ves  and Rur al  

Devel opment ,  GOSS 

Mr .  Pet er  Mahal  Dhi en,  Di r ect or  of  Wat er ,  Sani t at i on and Hygi ene,  Mi ni s t r y 

of  Cooper at i ves  and Rur al  Devel opment ,  GOSS 

Mr .  Lewi s  Gor e Geor ge,  Di r ect or  Gener al ,  Mi ni s t r y of  Phys i cal  I nf r as t r uct ur e,  

CES  

（当方）事前調査団 吉川、奥澤 

 

最近の HIV/ AI DSの調査の状況について、資料の入手のため、Lewi s 氏の案内で訪問した。 
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議事録： （世銀ヒアリング） 

 
（議事録については敬称略） 

 

日 時： 2008 年 3 月 4 日（火）、14: 00～15: 00 

場 所： Wor l d Bank 

出席者： （先方）Mr .  Mot oky Hayakawa （早川）,  

Publ i c Sect or  Ref or m and Capaci t y Bui l di ng Uni t ,  Af r i ca Regi on,  

The Wor l d Bank,  1818 H St r eet ,  NW Washi ngt on DC 20433,  USA 

Tel :  202- 473- 6743   f ax:  202- 473- 8368 

mhayakawa@wor l dbank. or g 

（当方）事前調査団：奥澤 

 

① 同氏は、GOSS労働省のキャパシティ・ビルディングを担当している。米国本部駐在だが、今

年は 6 ヵ月は、ジュバに時々滞在する予定とのこと。以前は NGOで活動していたが、最近世銀

に入った。 

② 午前中訪問した世銀高速道路担当 Lewi 氏は道路の MDTFに関する情報の補足として、同氏は

世銀のウェブサイトからダウンロード可能なこれまでのプロポーザルと付属資料及び手紙（下

記、ハードコピーはジュバ事務所土肥企画調査員に手渡し済み）をプリントアウトしてくれた。 

 

-  Fi nal  Pr oj ect  pr oposal  f or  t he pr oposed lSudan Emer gency Tr anspor t  and I nf r as t r uct ur e 

Devel opment  Pr oj ect z,  Dec.  12,  2005 

-  Techni cal  Annexes  f or  t he pr oposed lSudan Emer gency Tr anspor t and I nf r as t r uct ur e 

Devel opment  Pr oj ect z,  Dec.  12,  2005 

-  MDTF- SS Gr ant  f or  Act i vi t i es  under  t he Emer gency Tr anspor t  and I nf r as t r uct ur e Devel opment  

Pr oj ect  

 

③ WFPのスーダン担当は日本人の忍足氏なので、MDTF中止の理由等はハルツームの世銀事務所

に照会する手もあるかもしれない。 
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議事録： （大使館表敬） 

 
（議事録については敬称略） 

 

日 時： 2008 年 3 月 5 日（水）、16: 00～17: 00 

場 所： 在スーダン国日本大使館 

出席者： (先方）山本参事官、書記官、女性 

（当方）事前調査団：北山、吉川、奥澤 

J I CAスーダン事務所：阿久津企画調査員、スーダン国際協力庁渡邉専門家 

 

現地調査報告を行った。 

1)  交通網整備 

山本参事官からのコメント 

・ CD の分野における日本の援助が重要、道路や橋梁等の改修が技術的に難しくなければロー

カル業者をできるだけ使うような援助の仕方がよい。  

2)  環境社会配慮 

山本参事官からのコメント 

・ 廃棄物問題については、市内のいたるところで、ゴミやプラスチック、廃タイヤの野焼きが

行われており、悪臭と黒煙が目立つ。 

・ 日本のプレゼンスを簡便に具現できる方法として、小中学生の協力によるプラスチックゴミ

の収集や廃棄物に関する啓発活動などができないものか。 

・ ジュバ周辺の先住民族については、大阪大学グローバルコラボレーションセンターの大学院

の栗本英世教授がスーダン、東アフリカの民族の研究を行っている。 

・ 大使館にも、JI CA作成の地図がほしい。 

 

以上 
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1. Background of the Study 

The Japan International Cooperation Agency (hereinafter referred to as “JICA”), the official agency 

responsible for the implementation of the technical cooperation program of the Government of Japan 

(hereinafter referred to as “GOJ”), had implemented the “Emergency Study on the Planning and Support 

for Basic Physical and Social Infrastructure in Juba Town and the Surrounding Areas (hereinafter referred 

to as “the Emergency Study”)” between 2006 and 2007, with strong leadership and commitment of the 

Government of Southern Sudan (hereinafter referred to as “GOSS”) and the Government of Central 

Equatoria State (CES). The Emergency Study formulated the city development plan of Juba with the target 

year 2015, together with prioritized infrastructure plans and the actual implementation of Nile river port 

rehabilitation and water facilities in Munuki area as pilot projects. 

Based on the findings from the Emergency Study, GOSS requested GOJ to conduct “Juba Urban 

Transport Infrastructure and Capacity Development Study (hereinafter referred to as “the Transport 

Study),” and “Juba Urban Water Supply and Capacity Development Study (hereinafter referred to as “the 

Water Supply Study).” 

In response to the request of GOSS through the Government of the Republic of the Sudan, GOJ has 

decided to conduct “the Transport Study,” and “the Water Supply Study” in accordance with the relevant 

laws and regulations in force in Japan. 

The GOJ has dispatched the preparatory study team (hereinafter referred to as “the Team”) headed by 

Mr. Mikio ISHIWATARI to discuss and conclude the scope of work (S/W) for both “the Transport Study” 

and “the Water Supply Study”. 

2. Purposes of the Preparatory Study 

The purposes of the Preparatory Study are: 

(1) To confirm the following items; 

1) Intention and expectation of the Government of Southern Sudan and the Government of Central 

Equatoria State 

- To confirm the purpose of the study, issues to be solved/studied, items to be included 

- To confirm the study area (geographically) 

2) Current situation/issues of urban transport (not limited to infrastructure) in Juba 

- To observe the present situation and existing facilities 

3) Current situation/issues of urban water in Juba 

- To observe the present situation and existing facilities 

4) Ministries/agencies that are related to the Study 

- To confirm the concerned government and/or organizations 

5) Ongoing projects/plans in the said areas 

- To discuss with ministries and donors concerned 

- To understand the status of road rehabilitation projects, including the rehabilitation of Nile 

river crossing bridge 

- To understand the status of the rehabilitation project of water plant facility 

- To Palaeo channel survey 
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- Any other major projects that are being implemented under GOSS/MDTF 

- To confirm the current implementation status of GOSS/MDTF 

6) Utilization of the Study 

- To confirm the budget that can be utilized for project implementation, including GOSS/MDTF 

(2) To have discussion with concerned organizations on the scope of the study 

- To decide the contents of the Study 

- To facilitate the decision making on how to utilize the result of the Study by Sudanese side 

(3) To conduct site survey 

At the end of the discussions on transport in February 15th and on water in February 22nd, 2008, the 

preparatory study team would like to agree on and sign the Scope of Work, which defines the contents of 

the full scale study.  

We would also like to sign the Minutes of Meetings to record key remarks presented by both Sudan 

and Japanese sides. 

3. Study Members 

 Name Assignment Title Period

 (arr. – dep.) 

1 Mr. Mikio 

ISHIWATARI 

Leader Senior Advisor, JICA Feb 9 – 25 

2 Ms. Yasuko  

ODA 

Donor Coordination Senior Advisor to Director General,  

Social Development Department, JICA 

Feb 9 – 25 

3 Mr. Atsutoshi 

HIRABAYASHI 

Reconstruction Planning Social Development Department, JICA Feb 9 – 25 

Feb 9 – 26 4 Mr. Naomichi 

MUROOKA 

Study Monitoring Senior Program Officer, Urban and Regional 

Development / Peace Building Team II, 

JICA

5 Mr. Akihiko 

KITAYAMA 

Urban Transport Planning Director, Engineering Department 

Pegasus Engineering Company, Ltd. 

Feb 9 – Mar 7 

6 Feb 9 – Mar 7  Mr. Koji 

YOSHIKAWA 

Water Supply Planning Deputy Director, Water Resource &  

Earth System & Science Company, Ltd. 

7 Mr. Shinjiro 

OKUZAWA 

Social & Environmental 

Consideration 

Engineering Advisor, Global Planning 

Company, Ltd. 

Feb 9 – Mar 7  
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5. Study Schedule 

JICA        Consultant 

Leader 
Donor 

Coordination 

Reconstruction 

Planning
Study 

Monitoring 

Urban Transport 

Planning

Water supply 

Planning

Environmental 

& social 

consideration 

 
No Date 

Ishiwatari Oda Hirabayashi Murooka Kitayama Yoshikawa Okusawa

1 2/9 
Sat

Ishiwatari：Istanbul  Oda・Hirabayashi：Narita 

Murooka: Nagoya                                              

Kitayama・Yoshikawa・Okusawa：Narita（18:15）

Khartoum （04:15） From Hong kong（00:35）to Dubai（05:40）(EK381)2 2/10
Sun 

From Dubai (15:00) to  Khartoum（18:25）(EK733) 

3 2/11 Mon Courtesy call of EOJ and JICA  

To Juba from Khartoum                                                   4 2/12 
The 

JICA Southern Sudan Field Office, Courtesy call of GOSS,CES and UWC 

5 2/13
Wed 

Regarding Juba urban Transport Infrastructure and Capacity development Study, consultation with MOT, GOSS, Under 

Secrecretary  Dr. Danlel Wani  

,

6 2/14
Thu 

 
Collection of Data & Information,  MOT (MOSS), D/Director, Urban / Project Officer, Mr. Otim Bong 

7 2/15
Fri 

       
- ditto - 

8 2/16 
Sat 

 
                                 ?

9 2/17 
Sun 

 
                                 ? 

10 2/18 
Mon 

Collection of Data & Information,  MOT (MOSS), D/Director, Urban / Project Officer, Mr. Otim Bong 

11 2/19 
The 

Site survey in the Jube town and the surrounding area (Mr. Otim Bong companys witth us) 

12 2/20 
Wed 

                                 ? 

13 2/21 
Thu 

 ? 
S/W及び M/M Sign  14 2/22 

Fri 

 

                                 Consultants 

Urban Transport Planning 
Environmental & social consideration

 Water supply Planning 

 
No 

 
Date 

Kitayama Okusawa Yoshikawa 

15 2/23 Sat 

16 2/24 Sun Information & data arrangement Survey in Juba town 

17 2/25 Mon 
 

Site survey in the Jube town and 

adjacent area with MOT staff  
   Site survey in the Jube town and 

adjacent area with MOT staff 

18 2/26 The         - ditto -       -ditto -        
19 2/27 Wed         ?  ?                                         
20 2/28 

Thu 
?              ? 

 
 

21 2/29 
Fri 

?

 
?

 
 

? ?  22 3/1 
Sat 

Internal meeting in the study team 

23 3/2 Sun ?              ? 

24 3/3 
Mon 

Additional collection of information & 

data

Additional collection of information 

& data 

25 3/4 
The 

Preparation of Site survey report Preparation of Site survey report 

26 3/5 Wed From Juba to Khartoum                                                                      

Reporting to JICA and EOJ                                                            27 3/6 
Thu 

From Khartoum （20:05）（EK734）to Dubai(00:54) 

Dubai（02:50）                                                            28 3/7 
Fri 

Narita（21:00）
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6.  Typical schedule of development study 

Month 1    2    3    4    5    6    7    8    9    10    11    12    13    14    15

IC/R: Inception Report 

PR/R: Progress Report 

IT/R: Interim Report 

DF/R: Draft Final Report 

F/R: Final Report

6. Steering Committee 

The Steering Committee will be organized for effective and efficient implementation of the Study by 

Sudanese side. The Steering Committee will execute the decision making power when necessary. Steering 

Committees will be normally held at the submission of; (i) Inception Report, (ii) Progress Report, (iii) 

Interim Report, and (iv) Draft Final Report. The Steering Committee will comprise the following 

ministries and organizations with possible inclusion of others if considered necessary. Sudanese side is 

expected to inform JICA Sudan Office the members of the Steering Committee before the commencement 

of the Study. 

7. Basic idea for Technical Cooperation 

Technical transfer will be carried out by means of the technology transfer to the Sudan counterpart 

personnel during the course of the Study, through the joint working of the Study Team. For that purpose, 

establishment of task forces organized by the counterpart personnel is recommendable to study with the 

Study Team through daily activities. The Study Team is composed of two sector groups to correspond 

with the major study fields of 1) urban transport, and 2) urban water supply. 

◆Schedule varies depending on the contents of studies

     △S/W、M/M

Selection of consultants and contract

△  △
IC/R  PR/R

Acceptance and feedback from steering committee/counterpart

Preparation

Preliminary Study

Full Scale Study

 IT/R DF/R  F/R
 △  △  △
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ANNEX I: Transport 

1.  Purpose of the preparatory study in the transport sector 

(1) To clarify the concrete contents of the request regarding the following points, 

1) Role of the Government of Sudan (GOSS) and Central Equatoria State (CES), for the Project, 

2) Policy making use of the result of the Project, 

3) Planned target year, 

4) Intention (dimension, content, etc.) of GOSS for the Pilot Project. 

(2) To formulate implementation plan, for the full study, through the following tasks, 

1)  Review of previous JICA study “ Emergency Study on the Planning and Support for Basic 

Physical and Social Infrastructure in Juba Town and the Surrounding areas , 2006”, 

2) Collection of data and information through MOT, MPI and related agencies, 

3) Site investigation within Juba town and adjacent areas. 

2.  Contents of the Study 

In order to accomplish the above objective, the following tasks will be studied processing the collected 

data and information from MOT, MPI and related agencies and through the site investigation (Current 

situation of the existing road network, road facilities, other infrastructure facilities related with transport 

sector, land use, and etc.) within Juba city and the adjacent part with other regions in Juba. 

(1) Collection of & Information from MOT, MPI and Other Agencies 

1) Road Network and Urban Development Plan 

- Upper level national plan,  

- On-going and committed road or urban development projects.  

2) Implementation System of Sudan Government for the Project 

- Organization of implementation and responsibility Agencies (GOSS, MOT, MPI, DOS, CBS, 

MHLU, etc.)  

-  Administrative and technological capability 

- 、Budget and Finance for the present and the past several year  

-  Prospect of MDTF and local resources  

3) Current Situation of Road Maintenance and Management Works 

-  Organization of maintenance and management, 

-  Construction machinery/ equipment, repair equipment, workshop and laboratory, 

-  Capability of supervision of construction,  

-  Budget for the present and the past several years, fiscal resoures, 

4) Current situation of Road Network in Study Area (Juba town and adjacent areas) 

-  Current road network map,  

-  Access between the regional arterial road and the ring road, collector road, feeder road, and 

public/important facilities.  
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5) Current road situation in Study Area 

- Situation of road hierarchy and function, road geometric structure, road surface, road 

drainage, bridges, road traffic facilities, and road and bridge inventory data  

6) Current Traffic Situation in Study Area 

- Traffic volume for vehicle types for urban road,  

- Utilization of public transportation such as a bus,  

- Traffic accident, traffic regulations including licensing degree,   

7)  Existing Law, Guidelines and Standard to implement Road Development  

- Natural/social environmental protection, procedure of land acquisition (legislation, 

resettlement, compensation) 

- Road design standard/criteria, road construction manual, road quality control 

standard/manual, and road maintenance manual.  

8) Foreign Aid by Other Donors and International Organization concerning Road Sector and Other 

Activities

- Outline of project, project schedule, and project cost, 

- UNDP, WFP, WB, USAID, NGO 

9) National Condition in the Study Area 

- Topography map, aerial photography, geological and soil characteristic, meteorological and 

hydrologic data 

10) Socio-economic Frame 

- Current industrial development plan, scenario of future industrial development,  

- Dynamics of population, industrial development and distribution, production, number of 

retained motor vehicles, classified personal income  

11) Procurement Situation for Implementation of the Project  

- Method of procurement (including transportation) of construction machinery and material 

(cement, asphalt, steel, reinforcement bar, sand, gravel/crushed stone etc.) 

- Unit price of construction machinery and materials.   

- Agencies handling construction machinery and materials.  

- Expenses cost for laborer, supervisor and engineer    

12) Situation of Local Consultant (for traffic, topography, geology/soil, etc. survey)  

- Engineering capacity (name of consultants, job content, number of engineer, performance 

records, furnished equipment, survey cost)  

13) Situation of Contractor, Supplier, and Dealer  

- Engineering capacity (name of contractor, job content, number of engineer, performance 

records, furnished machinery and equipment , construction cost) 

(2) SITE INVESTIGATION WITHIN JUB CITY AND ADJACENT PART  

1) Situation of the existing road network (access between regional arterial road and transportation 

facilities such as air port, river port, and between regional arterial road and ring roads, collector 

road and feeder roads)  
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2) Situation of the existing road and bridge (pavement, road surface, side walk, road drainage, 

road side, road traffic safety management and other road facilities 

3) Situation of land use in the study area and along the existing roads and tendency of urban and 

industrial development  

4) Traffic situation (traffic for each type, intersection traffic, operation speed, traffic congestion 

level, utilization of public transportation) 

5) Situation of the existing facilities within right of way as underground facilities (electricity, 

water supply, communication facilities, etc)  

6) Working situation of road maintenance and management, and situation of maintenance 

machinery / equipment, repair equipment, and workshop 

7) Situation of on-going projects or committed project for the road sector conducted by local or 

other donor fund  

8) Situation (location, transportation volume, carrying capacity, etc.) of transportation facilities 

such as airport and river port  

3.  SURVEY SCHEDULE 

1) For concrete activity and schedule to accomplish the above (1) and (2), the S/W mission team 

should consult with the counterparts of MOT, GOSS and MPI, CES.             

2) Counter part should be accompanied with the S/W mission team during the site investigation. 

END
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ANNEX II: Water Supply 

1.  Purpose of the preparatory study in the water supply sector 

(1) To clarify the contents of the request regarding the following  

1) Role of the Government of Sudan (GOSS) and Central Equatoria State (CES), for the Project, 

2) Policy making use of the result of the Project, 

3) Planned target year, 

4) Intention (dimension, content, etc.) of GOSS for the Pilot Project. 

5) Activities of progress or prospect of water supply project in Multi Donor Trust Fund (MDTF) 

and GOSS. 

6) Prospect plan of water supply system in MUNUKI District (Previous Pilot Study on JICA 2006) 

(2) To formulate implementation plan, for the full study, through the following tasks, 

1) Review of previous JICA study “ Emergency Study on the Planning and Support for Basic 

Physical and Social Infrastructure in Juba Town and the Surrounding areas , 2006”, 

2) Collection of data and information through Ministry of Housing, Lands & Public Utilities, MPI 

and related agencies, 

3) Site investigation (Palaeo-channel, previous pilot study in Munuki area etc) within Juba town, 

2.  Contents of study 

In order to accomplish the above objective, the following tasks will be studied processing the collected 

data and information from Ministry of Housing, Lands & Public Utilities, MPI and related agencies and 

through the site investigation within Juba city and the adjacent part with other regions in Juba. 

(1) INFORMATION & COLLECTION  

1) PLAN, STRATEGY ON WATER SUPPLY PROJECT 

Ministry of Housing, Lands & Public Utilities in GOSS: 

- National Development plan in Juba town 

- Progress or prospect of water supply project in Multi Donor Trust Fund (MDTF) and GOSS. 

- Identify the activity in MDTF/GOSS Project. 

① Rehabilitation of Water treatment plant 

② Rehabilitation of Transmission pipeline 4km 

Others: Trial Borehole(3 or 4 sites)in palaeo-channel 

- Urgent rehabilitation, if necessary (Expect study by JICA) 

2) ORGANIZATION AND ADMINISTRATIVE 

Ministry of Housing, Lands & Public Utilities in GOSS/Ministry of Physical Infrastructure 

[MPI] & URBAN WATER CORPRATION [UWC] in CES: 

-  Organization (Chart), Finance statement (Budget, Revenue, Expenditure on 2006, 2007, 

2008)

JUBA country/ Payam/ Residential Quarter/ Quarte: 
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-  Organization (Chart), Finance statement (Budget, Revenue, Expenditure on 2006, 2007, 

2008)

3) EXISTING WATER SUPPLY FACILITIES  

URBAN WATER CORPRATION [UWC] in CES: 

-  Intake/ Aquaduct pipe/ Treatment facilities/ Transmission pipe/ Reservoir tank/ Distribution 

pipe/ supply pipe 

-  MUNUKI District (Past Pilot Study on JICA 2006) 

4) MANAGEMENT OF WATER SUPPLY SYSTEM 

URBAN WATER CORPRATION [UWC] in CES: 

-  Staff assignment, Water fee, Water fee collection system, List of possession 

machines/materials/equipments etc, Workshop, Laboratory (quality test) 

-  Condition of “Water user's association” in Munuki district 

5) DATA & DRAWINGs 

URBAN WATER CORPRATION [UWC] in CES: 

-  Drawings (Facilities, pipeline etc) 

-  Data of geology, water quality/quantity on existing wells in Juba town  

-  Data of water quality, quantities at the row or treated water etc 

-  Data of Water level, flow on NAIL RIVER 

6) LAW & REGULATIONS 

URBAN WATER CORPRATION [UWC] in CES: 

-  Law of water, Regulation (rule) of water, Water quality standard, Design manual, 

Management manual, Maintenance manual etc  

7) DONORS & NGOs 

Ministry of Housing, Lands & Public Utilities in GOSS/Ministry of Physical Infrastructure 

[MPI] & URBAN WATER CORPRATION [UWC] in CES: 

-  Past, Progress, Prospect activities as follows 

UN: UNDP, WFP, UNICEF  

Others: WB, USAID, China, ADF 

NGOs: ACF-USA, ADRA, CRS, SFM etc 

8) ENVIRONMENT 

- （ ）Geology, Hydrology groundwater ,Weather  

9) SOCIAL & ECONOMIC 

-  Town development plan, Population(census), Income(Family) 
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10) PROCUREMENT 

URBAN WATER CORPRATION [UWC] in CES: 

-  Procurement, Transport, Price & Agent as follows 

General materials: cement, gravel, sand, reinforcing-bar etc 

Piping: pipe, joint, valve etc 

Medicine: bleaching powder (chlorine), alum etc 

Well (Borehole): hand-pump, casing etc 

、Electric: pump control-panel etc 

Construction machine: back-how, crane, dump etc 

Temporary equipments: form (plywood, steel-plate), scaffold(wood, pipe) 

11) Construction & Drilling companies, Physical survey consultants 
-  Organization, Finance statement, Technique, Possession machines/equipments, experience 

record

  
(2)  SITE SURVEY  

1)  MDTF/GOSS Project 

①Rehabilitation of Water treatment plant 

②Rehabilitation of Transmission pipeline 4km 

2)  Palaeo-Channel: Trial Borehole (3 or 4 sites) 

3)  Planning site: Intake/Reservoir tank 

4)  Existing water supply facilities as follows: 

Intake/ Aquaduct pipe/ Treatment facilities/ Transmission pipe/ Reservoir tank/ Distribution 

pipe/ supply pipe 

5)  Management & Maintenance of the said Facilities 

6)  Constructed water supply facilities by Donors or NGOs and theirs management 

7)  Water supply facilities in Munuki district  

8) I f present, Water user's association 

END
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ANNEX III: Environment and Social Consideration 

1.  Purpose of the preparatory study in the environment and social consideration sector 

To conduct Preliminary Environmental Evaluation and/or Initial Environmental Examination (IEE) for 

both requested Juba Urban Transport Infrastructure and Capacity Development Study and Urban Water 

Supply and Capacity Development Study: 

1) Collection of relevant data and information from the Government of Southern Sudan, the State 

Government of Central Equatoria, Juba City Government etc. 

2) Collection of relevant data and information from international donors and organizations and NGOs 

3) Site survey on Juba town and surrounding area with respect to the present environmental condition 

and reconstruction after CPA 

2.  Contents of the Study 

(1) Environmental Issues in general 

1) Basic laws and legislations, and specific policy pertaining to environmental issues in the 

Southern Sudan such as Environmental Conservation Act, 2001 in the Government of National 

Unity 

According to JICA Study Report (Emergency Study on the Planning and Support for basic 

Physic Infrastructure in Juba Town and Surrounding Areas in the Southern Sudan, 2007 

March),it has laid down a plan to make “Environmental Law and/or environmental policy” in 

the so-called “200 days Action Plan” in cooperation with USAID. 

2)  Sector-wise laws and legislations: forest conservation, protection of plants and animals, 

environmental health and pollution, fisheries etc. 

3)  Laws and legislations in respective to land, property and resources 

-  Land Tenure including land due to Customary and traditional rules 

-  Land regulation, land acquisition and/or involuntary resettlement 

-  Rules for compensation of acquisition of the land and property 

4)  Institutional arrangement at the GOSS, the State level and Juba city level for issues of 

environmental and social considerations 

-  Role and responsibility of Ministry of Environment, Wildlife Conservation and Tourism and 

other Ministry 

5)  If the above laws and legislations are not established in the Government of Southern Sudan, 

please let us know the respective laws and legislations of the Government of National Unity as 

a reference 

(2)  Environmental and Social Considerations 

1)  Regulatory framework for Environmental Impact Assessment (EIA) 

-  Legislations and/or guidelines for EIA as a whole and/or sector-wise, if any, even a drafted 

one or a plan. 

2)  On-going and past projects which were required to conduct EIA for the approval, especially in 

transport and water resource development sectors. In those projects what type of EIA guidelines 
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were applied? 

3)  Institutional structures for issues of environmental and social considerations 

-  Organization and Role and responsibility of GOSS (Ministry of Environment, Wildlife 

Conservation and Tourism and other Ministries), the State Government, and locality 

4)  If the above legislations and/or guidelines are not established in the Government of Southern 

Sudan, please let us know the respective legislations and/or guidelines of the Government of 

National Unity as a reference 

(3)  Present condition of the area relevant to requested Juba Urban Transport Infrastructure and 

Capacity Development Study 

1)  Natural environment: topography, protected animals and vegetation, hydrological situation 

(river, underground water) etc. 

2)  Environmental pollution: air and water pollution, solid waste problem, soil contamination etc. 

3)  Social environment: community structure (family, tribe, religion, Internally Displaced Person 

(IDPs)/original dwellers, living condition (social service, livelihood), public health, infectious 

diseases, Water Rights, land tenure, land use and land regulation etc.) 

(4)  Present condition of the area relevant to requested Juba Urban Water Supply and Capacity 

Development Study 

1)  Natural environment: topography, protected animals and vegetation, hydrological situation 

(river, underground water) etc. 

2)  Environmental pollution: air and water pollution, solid waste problem, soil contamination etc. 

3)  Social environment: community structure (family, tribe, religion, Internally Displaced Person 

(IDPs)/original dwellers, living condition (social service, livelihood), public health, infectious 

diseases, Water Rights, land tenure, land use and land regulation etc.) 

(5)  Community structures in Juba town and surrounding area 

1)  Present situation of communities in Juba town area (Juba Town, Kator and Munuki) 

2)  What are the major changes in these 2 years after the Development Study? 

3)  Issues of improvement and problems even now 

4)  What are basic needs for community development? 

5)  Major activities and contribution to community development by Foreign assistance 

(International organizations and NGOs) 

(6)  Present situation of Reconstruction of the Juba town area after CPA 

1)  The present situation of reconstruction achievement after CPA, especially in these two years. 

2)  Major activities and contribution to reconstruction by foreign assistance (International 

organizations and NGOs) 

(7)  Local environment consultant 

1) List of the consultants 

2) Organization, staff, main activities and past performances 

3) Capability to conduct EIA/IEE study, field survey and water and soil analysis 

4) Laboratory and equipment 

5) Tender and procurement 
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3.  SURVEY SCHEDULE 

1) For concrete activity and schedule to accomplish the above (1) and (2), the S/W mission team 

should consult with the counterparts of MOT, GOSS and MPI, CES. 

2) Counter part should be accompanied with the S/W mission team during the site investigation. 

END
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担当 G長 担当 T長 担当者 

   

 

事業事前評価表（開発調査） 
作成日：平成 20年 4月 11日 

担当グループ：社会開発部都市地域・平和構築グループ 
１．案件名  

 スーダン共和国南スーダン・ジュバ市交通網整備計画 

２．協力概要 
(1) 事業の目的 
ジュバ市及びその周辺地域を対象とする 2006年に実施した JICAの緊急開発調査「ジュバ市内・
近郊地域緊急生活基盤整備計画」における運輸・交通インフラ整備計画を、中期的見通しの観点
から、2015年を目標年次とするジュバ市交通網整備マスタープランとして改定し、整備優先度の
高い事業についてフィージビリティー調査を行う。さらに、運輸・道路省（MTR）、インフラ省（MOPI）
及び本調査に関係する組織の中の道路整備/維持管理技術者等の人材育成を支援する。 

 
(2) 調査期間 

2008年 8月～2010年 1月 
 
(3) 総調査費用 

3億円 
 
(4) 協力相手先機関 
責任機関：運輸・道路省（MTR）、南スーダン政府（GOSS） 
実施機関：インフラ省（MOPI）、セントラルエカトリア州政府（CES） 

 
(5) 計画の対象（対象分野、対象規模等） 
ジュバ市 (40km2、人口約 25万人)及びその周辺地域 

 
３．協力の必要性・位置づけ 
(1) 現状及び問題点 
南部スーダンでは、20 年以上内戦が続いていたため、首都ジュバ（人口約 25 万人）では道路・
交通等の都市インフラ施設は長い間放置されていたため損壊が著しい。こうした状況を踏まえ、わ
が国は、2006年に緊急開発調査「ジュバ市内・近郊地域緊急生活基盤整備計画調査」（2006年 2月
～2007年 10月）を実施し、2015年を目標年次とする都市計画の策定、緊急性の高いインフラ案件
の発掘、パイロット事業等を実施した。 同調査において、国内避難民の帰還状況が確認され、ジ
ュバ市が復興し状況が改善するにつれて、帰還民の流入が進むことが予想されるとともに、今後人
口増のペースはいっそう加速し市街地も拡大して 2015 年には 51 万人ほどになると見込まれてい
る。このようななか、計画的でない開発による無秩序な土地利用の進行、悪環境な居住地区の形成、
帰還民のジュバ市及び近郊地域での居住と雇用といった都市問題が深刻化することが予想される。

  このような状況のなかで、劣悪な状態にある既存市内道路網の整備や将来市街化が予想される箇
所の道路整備計画への早急な対応は、南部地域の中心都市（首都）に位置づけられているジュバ市
と地方との行政機能の連携強化を図り、ジュバ市と地方及び隣国との経済のライフラインを確保
し、国民の生命維持や政治の安定を図るうえで重要である。特に、南スーダン政府は、現在進行中
であるジュバ市内の緊急道路改修事業（総延長：63km）の対象外となっている道路整備が急務であ
るとしている。 

※本部主管案件は、企画 G長、在外事務所長に対し
てコメント依頼を行う。
※在外主管案件は、企画 G 長、事業評価 G 長、本
部担当 T長に対してコメント依頼を行う。
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(2) 相手国政府国家政策上の位置づけ 
スーダンは、2000 年 9 月に国連とミレニアム宣言に調印し、 2015 年をミレニアム開発目標
（Millennium Development Goals：MDGs)の達成年とし、世界銀行（WB）や国連等の協力の下に、
スーダン政府とスーダン人民開放運動（SPLM）の支持・参加を得て作成されたスーダン合同評価
ミッション（Joint Assessment Mission：JAM）では、包括的和平合意で定めた 6年間の暫定期間
（2005～2011 年）における南北スーダンの開発ニーズを十分に踏まえた開発計画の枠組みを決め
ている。この枠組みは、ミレニアム開発目標を最優先事項として、貧困の撲滅、HIV、マラリア、
他の病気との戦い、インフラ整備、農業の重点化と民間セクター開発の促進、基礎サービスを通
じた平和と調和の回復、社会資本の再生（帰還する避難民に焦点）、行政組織・制度の確立を掲げ
ている。南スーダン政府の運輸・道路省（MTR）は最優先とされているインフラ整備のために、
“ STRATEGIC PLAN FOR ROAD SECTOR July 2006” を策定し、これに基づいて、道路部門の広域幹
線道路及び国際道路の整備及びジュバ市の緊急交通網整備事業を実施している。 

 
(3) 他国機関の関連事業との整合性 
道路事業における主要なドナーは、国連世界食糧計画（WFP）､米国国際開発庁（USAID）、世界

銀行（WB）である｡ WFPは“ Emergency Road Repair and Mine Clearance of Key Transport Routes 
in Sudan in Support of the Emergency Operation” によって、広域幹線道路のマビア～マラカ
ル間（延長：267km）、ランベック～イロル間（延長：100km）、イェイ～マンベ間（延長：130km）
の道路改修を行っている。USAIDは、3年前に MTRを設立させ、事務所や事務所の備品等を援助、
行政官の人材育成（CD）を支援、“ Juba Town Assessment Town Planning and Administration, 2005 ”
の概念的なマスタープランの作成や MTR に設計仕様書等の作成を支援している。さらに、地方の
10 州都での衛星画像を用いた地図作成を支援している。また、USAID は、広域幹線道路のジュバ
～二ムレ間：（延長：192km）、及びヤンビオ～トンブラ間（延長：185km）の道路改修を行ってい
る。このような他ドナーの道路整備や CD事業と重複のないように各事業との整合性を確認し、相
互に補完するよう連携を密に行う。 

 
(4) わが国援助政策との関連 

JICAは、緊急開発調査「ジュバ市内・近郊地域緊急生活基盤整備計画調査」（2006年 2月～2007
年 10月）を実施し、2015年を目標年次とする運輸・交通インフラ整備計画を含む都市総合計画の
策定をしている。本事業は、このなかの道路整備計画をレビューするとともに、セクター別の交通
網整備計画のマスタープラン及びフィージビリティー調査を行うものである。 

 
４．協力の枠組み 
(1) 調査項目 
1）既存関連計画/情報・資料の収集・分析・評価   
①2006年に実施した JICAの開発調査の運輸・交通分野における情報及びデータの改訂を行う。
②スーダン政府の運輸・交通部門における国家戦略・政策に関し関係する情報を収集する。  
③GOSS、CES、他ドナーの実施あるいは計画中の道路事業に関連する情報を収集する。        

2）調査対象地域の現況調査 
①道路網/道路及び交通の状況 
②道路/交通施設及び道路排水の状況 
③自然条件及び土地利用状況 
④GOSS（MTR）が実施中の緊急道路改修事業（フェーズ I）の調査及び評価を行う。 
⑤MTR及び MOPIの道路維持管理技術能力、財務状況、制度上の監理能力を評価する。 

3）交通現況調査 
4）ジュバ市交通網整備マスタープランの策定 
①土地利用計画を改定 
②2015年を目標とした社会・経済フレームワークの設定を改定 
③交通需要予測 
④ジュバ市交通網整備マスタープランの基本方針の策定 
⑤設計基準の改定 
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⑥交通施設計画の策定 
⑦交通管理計画の策定 
⑧公共交通計画の策定 
⑨道路/交通施設維持管理に関する計画の策定 
⑩道路改修事業の優先順位を決めるための評価基準の検討 
⑪改定マスタープランの環境予備評価 
⑫フィージビリティー調査のための優先事業（緊急道路改修事業、フェーズⅡ）を選定 

5）自然条件調査（地形/地質/土質/気象/水文） 
①地形測量 (現地再委託)  
②土質調査（現地再委託） 
③気象：降雨・気温・地震などに関するデータの収集・分析 
④水文：既往の洪水・高水位に関するデータの収集・分析 

6）MTR、MOPIの人材育成（CD）の支援（第 1年次） 
a）維持管理及び監理能力を向上 
①人材育成の必要性を評価 
②関係する組織の役割や制度改善を提案 
③人材育成のための行動計画を策定 
④行動計画の実行を支援 
b）コミュニティー道路の整備 
①MTR、MOPI、地域組織そして関係する他の組織から成る作業グループを組織 
②パイロット箇所を選定 
③コミュニティー道路建設のための参加型の計画を実施 
④参加型方式によってコミュニティー道路の整備を促進 

7）MTR、MOPIの人材育成（CD）のサポート（第 2年次） 
①行動計画の実行を支援 
②参加型方式によってコミュニティー道路の整備を促進する。 

8）優先事業（緊急道路改修事業、フェーズⅡ）のフィージビリティー調査 
①道路/道路施設及び関連施設の計画と概略設計  
②技術・供用性、経済性・施工性等を考慮した代替案の検討 
③施工計画を策定   
④道路維持管理計画を策定  
⑤概略事業費の積算 
⑥環境・社会配慮調査 
⑦経済分析 
⑧環境影響評価（EIA）の実施を支援 

9）事業実施計画及び工程計画を策定 
10)総合評価と提言 

 
(2) アウトプット（成果） 
①2015年を目標年次とするジュバ市交通網整備計画マスタープランの策定 
②優先度の高い事業についての F/Sの実施 
③MTR、MOPI及び関係する組織に対する CDの支援 

 
(3) インプット（投入）：以下の投入による調査の実施 
1）コンサルタント 
①総括/都市交通              
②交通需要予測/土地利用             
③道路計画/設計         
④道路付帯施設設計   
⑤施工計画/積算             
⑥経済財務分析       
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⑦環境・社会配慮    
⑧自然条件/地形測量                     
⑨キャパシティーディベロップメントプラン  
⑩建設指導/施工指導   

2）その他  
①研修員受入れ 本邦研修 2名を予定 
②現地再委託費（地形測量、土質調査） 
③現地業務費（セミナー/ワークショップ開催費用、パイロットプロジェクト実施に係る費用）

 
５．協力終了後に達成が期待される目標 
(1) 提案計画の活用目標 

 策定されたジュバ市交通網整備マスタープラン及び優先事業の F/ S調査結果が、ジュバ市及び
周辺地域の道路整備計画として承認され、同計画に基づく有償資金協力、無償資金協力事業、技
術協力プロジェクト業務、専門家派遣等を利用した技術協力事業が、ドナー、国際機関、世銀の
MDTF 等の援助協力との分担を図りながら実施され、土地の計画的な利用やインフラの整備が進み
都市の良好な環境の創造と課題の解消が図られる。また、MOPI のジュバ市の道路維持管理に関す
る能力が向上、都市の適正な成長が持続的に誘導・管理される。 

 
(2) 活用による達成目標 

 提案計画が活用されることにより、持続的な都市の発展のための道路・交通基盤が整備される
とともに、ジュバ市の経済成長及び都市貧困の緩和に貢献する。 

 
６．外部要因 
(1) 協力相手国内の事情 
1）政策的要因: 開発方針の変更による提案事業の優先度の低下 
2）行政的要因: 縦割り行政の硬化による、横断的組織であるステアリングコミッティ及びワーキ

ンググループの形骸化 
3）経済的要因: 経済成長の失速による財政緊縮及び資金不足 

道路整備戦略の不履行 
4）社会的要因: 対象地域人口の予測をはるかに上回る急激な変化  

 
(2) 関連プロジェクトの遅れ 
特になし。 
 

７．貧困・ジェンダー・先住民族・環境等への配慮（注） 
(1) ジュバ市では 20年にわたる内戦により市の経済・産業は停滞し、住民の生活は疲弊する一方で
あったため貧困層が増加した。加えて、内戦終了後難民及び国内避難民となった元の住民や他所
からの帰還者のジュバ市への流入が続いており、満足な職や住居も持てず、基礎的なインフラサ
ービスにもアクセスできない状況にあり、都市貧困層の増加に拍車をかけている。したがって、
これら都市貧困層の仕事、買物等のための移動や病院・学校等の社会サービスへのアクセスを容
易にすることに配慮して調査を行う。 

(2) ジュバ市周辺にはバリ(Bari)族などの先住民族の集落が分布している。このため、将来におい
て交通網が拡大することを想定して、先住民族の伝統的な土地所有や生活条件を把握し、その保
全に配慮することが必要となる。 

 
(3) 交通網整備にあたり、道路事業が想定される箇所の用地やルートの確保にあたっては、土地収
用や非自発的住民移転などを可能な限り回避する方策をとる。やむを得ず一部でも回避できない
場合は南スーダンの法令だけでなく、JICA環境社会配慮ガイドラインの指針にも十分配慮する。
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(4) 工事中の公害（大気汚染・水質汚濁・騒音・振動等）防止対策、事故防止対策、工事作業者と
女性との接触による HIV/AIDS感染防止対策などに十分配慮する。 

 
８．過去の類似案件からの教訓の活用（注） 
 過去の類似の開発調査の経緯・知見を十分に生かし、計画策定及び技術移転を行うこととする。
特に、他国の協力内容を踏まえると、住民参加型のアプローチが求められており、事業実施後の管
理計画にも影響することもあるため、これに十分留意する。 
 
９．今後の評価計画 
(1) 事後評価に用いる指標 
1）活用の進捗度 
 策定された交通整備計画及び提案された優先プロジェクトが実施されているかどうか。 
2）活用による達成目標の指標 
 市内道路改修率、未計画居住地の住環境改善率。 
 

(2) 上記 1）及び 2）を評価する方法及び時期 
・フォローアップ調査によるモニタリング 
・必要に応じて 2015年以降に事後評価を実施 

 
（注）調査にあたっての配慮事項 
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